
 

                          

 

 

 

 2023年１１月 17 日［金］ 18:30～20:00 
  ［会場］北海道大学学術交流会館 第 1会議室（北大正門入って左側）/オンライン配信あり 

  ［参加費］無料（参加希望の方は、直接会場にお越しください） 

 ［講師］花房俊雄、花房恵美子（関釜裁判を支援する会）   

                                    

 

 

 

 

 

 

［主催］北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院附属東アジアメディア研究センター 

  ［問い合わせ］ceams5143@gmail.com ［ZOOM参加申し込み］ 右の QRコードを読み取り、情報をご入力下さい☞               

2023年度 第 6回日韓連帯フォーラム 

「関釜裁判を支援する会」物語 

1992年 12月、釜山地域の元日本軍「慰安婦」および元「女子勤労挺身隊」の被

害者が、山口地裁下関支部に日本国の公式謝罪と賠償を求めて提訴しました。 

これが釜山朝鮮人従軍慰安婦・女子勤労挺身隊公式謝罪等請求訴訟、いわゆる

「関釜裁判」です。 同訴訟は、1998年 4月の一審判決では一部勝訴を勝ち取

ったものの、2003年 3月に最高裁で原告の敗訴が確定しました。「関釜裁判」

を支援したのが、「戦後責任を問う・関釜裁判を支援する会」（「関釜裁判を支援

する会」）です。2013年 9月に解散するまで 20年続く同会の公式活動を支え

た花房俊雄・花房恵美子ご夫妻をお招きし、日本で争われた戦後補償裁判およ

び同会の活動について振り返っていただきます。 

〔講演者 著書〕『関釜裁判がめざしたもの: 韓国のおばあさんたちに寄り添って』

（2021）白澤社。 

 

 

mailto:ceams5143@gmail.com

